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京都大学結核胸部疾患研究所職員及準職員

所 長 教 授 辻 周 介

(内科学第一部門)

主任教授 :内藤益 一,助教授 :前川暢夫,講師(非常助):大井 黒 ･~吉田敏郎,助手:津久間俊次 ･中西通泰 ･

川合 満 ･池u旧 昭 ･中井 準,副手(非常勤):松島留蔵 ･活水 明 ･東軒 ･郎 ･小沢 兄 ･溝田迫千 ･雑賀嵩
二郎 ･1日中健 日吉原竃方 ･岩井嘉 ･･山田栄-･･武H偵 夫 ･侮付文 一･告冊猛)臣 井上 登 ･太田令十･夕JH:

又辛･前田冒良,大学院 :馬鍬尚二鳥

(内科学第二部門)

:主任教授 :辻 川井,助教授 :大島駿作,講師 :小原幸信,講師(非常勤):酉r'Yl'j 辞 ･並河 端･日嗣最一朗 ･

太閏 鋤,助手 :藤田 豊 ･来 孝英 ･森岡戊治 ･福間謙助 ･木野稔也,刷｢(非常助):小松幹雛･上田千里･

熊代朗千.･浅冊高明 ･市田新路 ･田中久勝 ･小林辰雄 ･儀間義威･浜本武夫 ･Lfjl筒道郎 ･宗実琴十･尾原潔;T-i･
岡ll]長保 ･浜本康平 ･野村繁雄 ･米田八 卜排,大学院 :宮城征PtはrS･1/.･:藤篤彦,研修艮:酉[侶l:jl'-

(胸部外科学書即ヨ)

主任教授 :長石忠二 助教授:寺松 孝, 講如 :佐川弥之助 ･剛 IL慶夫,講師(非常数):日下芳郎 ･中村 健 ･
吉相 昇 ･加藤幹夫 ･11｣下政行 ･安測義男･久野健忘 ･人道重夫,助手:田中歳郎 ･池靴 閥(:_･人見滋樹 ･船津
武志,副手(非 常勤):山崎 昇･永井 LL.r'i/Z･山本日用 専･伊藤政敏 ･甲斐隆義 ･北野司久･浅井信明 ･甘木信昭 ･
再本四郎 ･小野 孝 ･安冊俊吉･右井目桂 ･井上律十 ･折lL灘 ･･申川直情･佐藤新太郎 ･,'',I.｢伸用い加藤康夫
･松原義人 ･菅原精博 ･立石昭三 ･田帯英次 ･山家武 ･安田隆三郎 ･伊藤ノL彦,大学院 :束島 功 ･轟 文夫 ･

大岡 剛 ･令 植栽 , 研究員 :金 作河 ･佐藤 亮 ･郵 茂松 ･空 的:iJI,研修Li:企 泰希 ･呉 泡滝 ･脹
炎森

(病理学部門)

芋任教授 :安平公夫,助教授 :竹副費里,講師(非常数):家森武夫 ･服部Il:.次,助手 :高橋桁也 ･森川 茂, 副

千(非常数):児島日出瓦 大学院 :桟木 仁
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(細菌血清学書即号)

主任教授 :上坂-一郎,助教授 :大岩弘治,講師(非常助):村上春彦 ･大平 実,助手 :梓義元 ･竹尾漢治,副手

(非常数):伊藤義昭 ･小林 博

(細胞化学部門)

l三任教授 :高松英経,助教授 :水谷 昭∴講師 :大川軟-,講師(非常勤):lllrF:鉄雄 ･浜島義博,助手:金村泰

輔 ･平井圭一,副手(非常勤):進藤備呂･富永敏郎 ･北村 彬 ･溝口喜久雄 ･竹沢Tl三和 ･永井隆男 ･伊藤 満 ･

池谷.i･十 ･･熊沢 清 ･池LII嵩 ･小森rrH宏 ･佐々木元 ･前Lll美世･藤川 -

(併 任)

教授 福山 lt (京都大学医学部放射線医学教室)

教授 西尾 雅七 (京都大学医学部公衆衛生学教室)

教授 岡本 耕造 (京都大学医学部長,病理学教室)

教授 木村 忠司 (京都大学医学部附属病院長,外科学教室)

(事務部)

事務長 :石津 豊,庶務掛良 :児玉要人,同主任 :秋吉駿-,同事務官 :近藤英子 ･掘F]良恵 ･木村ちゑ子 ･山
根大和 ･中川った ･同技官 :母中 稔,同技能員 :川原田和夫,経理掛島 :松本 正,同主任 :森田彰彦,同事

務官 :前田久男 ･上地稔子 ･坂上輝雄 ･中井恒博,収入掛長 :藤原守二,同主任 :中村睡太郎,同事務官 :松本

キヌ ･野田芳子 ･児玉登枝美 ･佐竹セツ･宗谷弘美 ･竹内照夫,患者掛長 :鴨脚遺裁,同事務官 :野元頼子 ･室

恵美了- 岡野福子,管理掛昆 :渡辺義一,同事務官 :広部誠子 ･城 為章,同技官 :進土 悟 ･松浦 康 ･西川

景暁

(附属病院)

病 院 長(栄):教 授 :長石 忠三

(診療郭) (各診療科教官定員は各研究部門の項に含む)

(第一内科診療科)

科 長(栄):教 授 :内藤

外来医長(兼):助教授 :前川

病棟医長(栄):助教授 :前川

夫

大

益

暢

暢

(第二内科診療科)

科 長(兼):教 授 :辻 川介

外来医長(莱):助教授 :大島 駿作

病棟医長(兼):講 師 :小原 幸信

(外科診療科)

科 長(莱):教 授 :長石 忠三

外来医長(兼):助教授 :寺松 孝

病棟医長(栄):講 師 :岡田 慶夫

(検査部)

検査鍵主任(莱):助教授 :前川暢夫,技官 :大槻 実 ･山岸悦子･木津 啓 ･山田恒一 ･平井 要 ･小野木照千

･山lf]孝子 ･小原保代 ･本間 トキヱ ･増田 稔 ･木村邦子 ･永島邦雄 ･小林すま子 ･吉村一枝

(放射線部)

放射線部主任(栄):助教授 :大島駿作,講師(非常勤)安部光も 技師長 :技官 :浜川純一,混影主任 :技官 :蔵

周信良,技官 :大坂泰夫 ･円我部康之 ･灘井智代千
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(薬剣部)

薬剤部長 :技官 :桑El] 宏,薬剤 目玉:技肯 二沢岡平机 薬剤師 :技IL'J,I:付 目JJ:=十 ･西村,i十予･金森目 上 ■恒守

冒 :宇野初枝 ･馬田保子

(看護婦)

総婦長 :細川 ミツヱ,看護婦長 :中根又十 ･大前久野,別看護帰長 :北村 トミ/-1小杯L_よ ･松川比件 上 石護

婦 :抜目 :吉府静江 ･岩永千代 了･高市政 ｣∴ 安部克己 ･近藤信 十･松木敏枝 ･山崎保 ]'-･山中松代 ]'-･小林鵜

野 ･谷村明十 ･斉藤千鶴7-･竹崎浄 十 ･山田さだ千 ･松宮なを十･松Ill冨 ]'-.明石和十 ･松本j;,;J-美 十･丸井卜占∵1

･井藤泰子 ･r;J'l我部京子 ･稲恒美智子 ･片岡言千 ･滝本千代 ･藤LII道 十･l函旧さ?.[.i.Ei7二･宮崎香 ･l]1J棚卸重十 ･l･)

原敬T ･小林富貴子 ･伊藤節千 ･西日tつや子 ･蓮本幸手,看護助手 :技ノtr,,高田よしゑ ･広川 ･枝 ･能丹美千代

業 績 目 録

内 科 学 第 1 (日王 教授 内 藤 益 一)

〔学 会 発 表〕

1) 内藤益 ･, 前川暢夫, 吉田敏郎,津久問俊次,川合 満,池周章昭 :肺結核初回化学療法における SM,

INH,TH,EB 4者併用洗 第65同口本内科学会講演会 - 種島 村尾 誠 (昭43.4.3)

2) 内藤益 ･,津久間俊次他 :N2--(2-Benzothiazolyl-3-allylpseudothiohydantion及びその aryl誘導

体の合成並びに結核菌に対する抗菌作仙 薬学会総会 (昭43.4.7)

3) 内藤益 ･,津久間俊次他 : チオ尿素誘導体の合成と結核菌に対する抗菌力について, 薬学会総会 (昭43.

4.7)

4) 前川暢夫,川合 蒲,I:･井嘉 ･,浦LLI通子,馬執､rr,j克,太廿令十,武肌 Ei夫,山川栄--,I.'･tl欄刷 ;,JI'lj-=

文-一:抗結核剤過敏症状に対する副腎皮質ホルモンの人量 ･短期間使JHの試み,第43回H本結核病学会総

会 (昭43.4.9)

5) 内藤益 ･:薬剤耐性菌感染,第43回=ノ梢封射Li学会総会シンポジ.i/ム (座長) (昭43.4.10)

6) LFlj羊準 :薬剤耐性菌感染,第43同｢l本結核病学会総会 シンポジウムⅢ一座長 内藤 益 ･(昭43.4.10)

7) 前川暢夫 :肺結核再治療における強化化療術式の効果 第43｢珊1本結核病学会総会シンポジウム特別発言

- 座長 杉山浩太郎 (昭43.4.ll)

8) 内藤益 一,前川暢夫,吉田敏郎,津久問俊次,川合 溝 :KM･TH･EB･CS 4者併用方式 について, 節

43回日本結核病学会総会要望課題 - 座長 島村告久治 (昭43.4.ll)

9) 内藤益一,前川暢夫,川合 満,溝口二樋 子,太田令十,蟻掛II'T(j尤 武出貞夫, rLILH栄一･, 岩団猛邦, 侮日l

k 一:TH の副作用軽減の工夫特に持効性カプセルの使F旧二ついて, 第16LT.]｢]本化学療法学会総会 (昭

43.5.ll)

10) 前川暢夫,推久間俊次,池L上情 帖 武托汀i夫,梅田丈 ･:各種の杭酸件菌に対する化学療法剤の制菌作用,

第16｢‖川 本化学療法学会総会 (昭43.5.ll)

ll) 津久間俊次 :新杭結核剤をめぐって,国正入学研究所結核座談会 (昭43.6.7)

12) 前川暢夫,吉日]敏郎,津久問俊次,中西通泰,山田栄 一,武L射L夫,岩 田猛邦,裾 i戊 .,井上昇 : クリ

プ トコッカス症を併発 したホジキン氏店の1症例,第8回日本胸部疾患学会総会 - 座長 福島 孝吉 (昭
43.7.10)

13) 前川暢夫,中西通泰,太田令子,馬測尚克,武田貞夫,山田栄一,岩Ll｣猛邦,梅皿丈 一,井上杵 :共闘肋

膜蓄水を'.r:_した二症例,第66回r日工内科学会近畿地方会 (昭43.9.21)
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14) 内藤益 一,津久間俊礼 馬測尚克他 :1,-Bromosalicyloylhydrazone類の人型結核菌 H37Rv株に対す

る抗菌力について,薬学会近畿支部総会 (昭43.ll.10)

15) 内藤益 一,津久問俊次,馬測尚克他 :I,-Ethoxyphenylthiourea誘導体の人型結核菌 H37Rv株に対す
る抗菌作用について,薬学会近畿支部総会 (昭43.ll.10)

16) 内藤益 一,津久間俊次, 馬瓢､■'T'J克他 :6-Formy1-2-methoxydiphenylether, 4-Formy1-2,3Ldimeth-

oxydiphenylether,及び 4-Formy1-2,4Ldimethoxydiphenylether誘導体の人型結核菌 H37Rv株に

対する抗菌作用について,薬学会近畿支部総会 (昭43.ll.10)

17) 内藤益-一一, 津久間俊次, 馬剰尚克他 : 4-FormyL2-methoxydiphenylether並びに 4-Formy1-2-

hydroxydiphenylether誘導体の人里解核蘭 H37Rv株に対する抗菌作用について,薬学会近畿支部総会

(昭43.ll.10)

18) 内藤益-一･, 津久問俊次,馬測尚克他 :Diphenylether並びに Depsidon系化合物の人塑結核菌 H37Rv

株に対する抗菌作用について,薬学会近畿支部総会 (昭43.ll,10)

19) 内藤益一一,前川暢夫,津久間俊次,川合 満,岩井嘉一,岩EH猛邦,梅[甘文--･,井上 昇 : Rifamycin
AMPの抗結核性に関する基礎的研究 (1)invitroの成績, 第 16同rl本化学療法学会車E1本支部総会

(昭43.ll.30)

20) 内藤益 一 一,前川暢夫,津久間俊次,川合 温 太lt]令子,馬測尚克, 山Ll]栄一,武刑貞夫 :Rifamycin

AMPの抗結核件に関する基礎的研究 (2)in vivoの成績, 第 16折目l木化学療法学会中日本支部総会

(昭43.ll.30)

21) 前川暢夫 :抗結核薬の副作用とその極減法,第16回｢1本化学療法学会中日本支部総会特別講演 (昭43.ll.

30)

22) 川合満他 :非定型抗酸菌症の3例,日本結核病学会第34回近畿地方会および日本胸部疾患学会第4回近畿

地方会シンポジウム一 座長 堀三 津夫 (昭43.12.4)

23) 前川暢夫,津久間俊次,川合 満,久世文章,馬測尚克 :非定型抗酸菌症 3例について,第67回日本内科

学会近畿地方会 (昭43.12.7)

〔誌 上 発 表〕

1) 内藤益一･,津久間俊次他 :結核菌に対する化学療法剤の研究(第20報)Orcilaldehyde,β一〇rcilaldehyde,

Atranolおよび Divaraldehyde 誘導体の合成ならびに抗菌作用について, 薬学雑誌,88:1264-1269

(1968)

2) 内藤益一,津久間俊次,蒲田通子,太田令子他 :結核菌に対する化学療法剤の研究 (第21報)2-Pyridyl-
thiourea,4-Antipyrinylthioureaおよび 2-BenzothiazDlythiourea誘導体の合成並びに抗菌作用に

ついて,薬学雑誌,88:1428-1432(1968)

3) 前川暢夫,津久間俊次,蒲田通子,岩井ih,';;;-･,雑賀買二郎 :4-4′Diisoamyloxythiocarbanilideの試験

管内抗結核菌作用に関する研究,京大胸部研紀要,2:147-154(昭43.9)

4) 蒲田通子 :8-Hydroxy-γ-L-Norvaline(HON)の抗結核菌作用に関する研究 〔第3篇〕HON と諸種

抗結核薬との試験管内併用効果並びに相互薬剤問の耐性上昇形式,京大胸部研紀要,2:124-136(昭43.9)

内 科 学 第 2 (主任 教授 辻 周 介)

〔学 会 発 表 ･ 講 演〕

1) 辻 用介,大島駿作,r描葺辰一郎,中島道郎,福間謙助,野村繁雄,宮城征四郎,高橋権也,森岡茂治,

小原幸信,浜本康平, 尾原潔司,水野稔也 :呼吸困難を伴う慢性疾患にかんする臨床的研究 (第1報)分

類にかんする予備的検討,第65回｢1本内科学会講演会 (昭43.4.1)
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2) 辻 用介,大島駿作 :人尿LFJの抗結核性園子,弟20回実験結核研究会総会 (昭43.4.8)
3) 福間謙助,野村繁雛,宮城征P咽 王,木野稔也 辻 用介 :肺洗練混 こよる結核腫の治批 第43rT,=l本 結核

痛学会総会 (昭43.4.9)

4) 大島駿作 : ツベル クリンアレルギーujtransfer,シンポジTンムⅠ"結核の免疫 とア レルギー",吊上 (昭

43.4.9)

5) 上坂 一郎,大岩弘治,安 ,I,-･公夫,小煩率信,N.M.McClung:PathogenlCity ofNocardia sp･for

mice,68thAnnualMeeting,AmericanSocietyforMicrobiology(1968.5.8.)

6) 辻 吊介 :肺結核o)内科50年･,近江サナ トリウム溝漬会 (昭43.5.25)

7) 小板 何誌 森岡茂治,張 孝弘 辻 局介 .･Kreim 反応成立機廟 二闇する ･考察,雄8恒=1本胸部疾ノirl

学会総会 (昭43.7.ll)

8) 中島敏夫,伊藤 文机 辻 用介,小原 車fri;:陣胞蛋自症U)11971,ir一日二(昭43.7.ll)

9) 兼冊茂治 : 免疫学的止場か ら,｢=1雌 会 "サルコイ ドージスの痛像 と本態をめ ぐ-)で',同上 (昭43.7.ll)

10) 小原冊言:肺痛の発生に闇する実験的研究L',特に 20MC注入ラット肺の初期 変化について, シンポジウ
ム I `̀肺病'Iの組織発生",第12回肺癌学会.fA=J西支部会 (昭43.7.27)

ll) 小原 平信 :肺帖 こおける "いわゆる拙文応" co試み, シンポジウム71"肺疾患抑 二おける血活学的所見",

同上 (昭43.7.27)

12) 辻用 介 :PassiveTransferofContactHypersensitivity With Non-viableCellularConsiti-

tuentsinGuineaPigs,H米医学協ノMl一画第 3同総会 (昭43.8.6)

13) 辻 Jtr.]介,宮城征四郎,佐藤篤 彦 :肺葉什気腫件変化を伴う気管支嚢腫C/)二症例,第66回日本内科学会近

畿方地会 (昭43.9.21)
14) 小原 1-.=信,安平公夫 :肺癌の発生に闇する美験的研究(9), ラッテ肺后平上皮癌C/)組織発生 一 電顕による

検索,第9回 日本肺癌学会総会 (HIi43.10.13)

15) 来 孝英 : 加令と免疫 (特にマウスを用いた新LL児結核免疫),昭和43年度京都入学結核胸部疾患研究所

学術講演会 (昭43.10.19)

16) 辻 Jrr.]介,歳 孝英,宮城征四郎 : EAE (美験的ア レルギー性脳作髄炎)発症の促進 と寸r怖リ(第2板),

第18恒=1本ア レルギー学会総会 (昭43.10.23)

17) lk孝英 :Mycobacteriaの Adjuvantイ′廿削こ闇する研究 ('j'fl洩)マウスのアナフィラキシー感作にお

ける Mycobacteria凋独の Adjuvant作用,同上 (昭43.10.24)

18) 中島敏夫,伊藤又雄,藤野道友,辻 用介,小原幸信 :肺胞蛋白症uj1例 (第Ⅲ報), l｣/本結核痛学会中

四国第19回地方会 (昭43.10.26)

19) 束 孝英 :結核免疫における経気道感染法 と仮睡内感染法C)j比較,第21回実験結核研究会総会(昭43,10,27)

20) 小松幹雄,最 孝英, 福間謙助, 森岡戊治 :非定型抗酸菌混三の 7例, 公夏 シンポジウム "非定型抗峻菌
症", 日本結核痛学会第34回近畿地方会 日本胸部疾患学会第4回近畿地方会合同学会 (昭43.12.4)

21) 辻 川介,木野稔也,南風原英之 : 洞輔it誤診された Wegener'sgranulomatosisの 1例, 第67LrlrfJ

本内科学会近畿地方会 (昭43.12.7)

22) 中島道郎, ｢丹li最 一郎,小原平信,福間謙助 :肋膜萎縮のため胸廊変形を来 した肺癌の症例,第13担川和IrLEr.;

学会関西支部会 (昭44.1.25)

23) 辻 川 )'h 大畠験nI,水野稔也,尾噺 累rl｣: 本教室における肺舶治療 uj現況について - 特に 60Co月鋤J-

治療に槻適 し て -,廿上 (昭44.1.25)

〔誌 上 発 表〕

1) 辻 J,■け卜,大島駿作,最 孝英,福間謙助,野村繁雄,宮城征四郎,森岡戊治,高橋椎也, 尾原潔司,水

野稔也, ｢‡持ち!_玩 - ･郎,中島道郎 :非特異的慢作肺感染症180例の検討-, 日本胸部臨珠,27:108,Hli43.

2) 足 孝英:加令と遅延里ア レルギー,医学cj)あゆみ,65:199,昭43.

3) 泉 -孝二莱 : 知 立反応 uj紬泡学,医学Jjあゆみ,65:588,昭43,



- 6- 京大胸部研紀要 第2巷 第2号

4) 泉 孝英 :非定型抗酸菌の感染と発病,医学のあゆみ,66:115,昭43.

5) 辻 周介,泉 孝英,木野稔也 :肺癌患者の免疫機能 (第 1報)肺癌患者における免疫グロブリンおよび

Mycobacterium に対する抗体の変動,医学のあゆみ,66:174,昭43.

6) 大島駿作 : ツベルクリンアレルギーの transfer,結核,43:335,昭43.

7) 野村繁雄 :ImmuneDeviation に関する研究 (第2篇)人工粒子状抗原による遅延型アレルギーの抑制,

京大胸部研紀要,2:55,昭43.

8) 福間謙助 :接触過敏症の伝達因子に関する研究 (第2篇)伝達因子の抗原特異性に関する研究,京大胸部

研紀要,2:137,昭43.

9) 小松幹雄,大岩弘乱 上坂一一郎 :培養不能の真菌による膿胸の1例,京大胸部研紀要,2:155,昭43.

10) 泉 孝英 :SlideMonolayerTechnique,医学のあゆみ,67:128,ElI143.

ll) 泉 孝英 :腫癌免疫における血清抗体の可能性,医学のあゆみ,67:355,昭43.

12) 日置辰一郎 :慢性肺癌と肺膿癌, 日本臨林,26:2677,昭43.

13) 辻 周介 :免疫の進歩,遅延型アレルギーの側から,医人薬人,18:7,昭44.

胸 部 外 科 学 部 (主任 教授 長 石 忠 三)

〔特別講演,招請講演, シンポ ジウム,パネルデ ィスカ ッシ ョン等〕

1) 寺松 孝,安測義男,.山下政行,中林君美,磯部喜博,他 :耐性例の外科的療法の問題点,第43回日本結

核病学会総会シンポジウム ｢耐性菌肺結核の外科｣(昭43.4)

2) 佐川弥之助,田中歳郎,甲斐隆義,浅井信明,安田隆三郎, 中川正活 :肺結核手術例の機能的予後- と

くに長期観察例を中心として 一 第43回日本結核病学会総会シンポジウム (昭43.4)

3) 佐川弥之助 '･肺高血圧症 一 肺血管抵抗を中心として- 第68回口本外科学会総会シンポジウム ｢肺高血圧

症｣(昭43.4)

4) 岡田慶夫 :肺癌における癌免疫の諸問題,第68回日本外科学会総会シンポジウム ｢外科領域における癌免

疫の諸問題｣特別発言 (昭43.4)

5) 長石忠三 :肺結核外科の50年,近江サナ トリウム創立50周年記念特別講演 (昭43.5)

6) 伊藤元彦 :肺癌の細胞診,第9回口本臨床細胞学会総会スライ ド･ディスカッション (昭43.6)

7) 岡田慶夫 :肺化膿症の診断上の問題点,第11回日本胸部外科学会関西地方会シンポジウム ｢外科側からみ

た最近の肺化膿症｣(昭43.6)

8) 寺松 孝 :外科側からみた最近の肺化膿症,第11回日本胸部外科学会関西地方会シンポジウム 座長 (昭

43.6)

9) 中林君美 :手術々式と手術成績,第11回日本胸部外科学会関西地方会シンポジウム ｢外科側からみた最近

の肺化膿症｣(昭43.6)

10) Nagaishi,C.:From theProf.Monaldi'sEndocavitaryAspirationtoOurCavernostomyand

Cavernoplasty,SpecialLectureatthe30th Anniversary ofMonaldi'sEndocavitary Aspi-

ration and theAnnualMeeting ofltailan SocietyofTuberculosis,atSalsomaggioreand

Parma,Italy(昭43.6)

ll) Nagaishi,C.:OurEffortstowardstheImprovementofThoracoplasty,andtheCavernoplasty

asaResult,MainSpeakerattheSymposium attheGiessenUniversity,Germany(昭43.7)

12) 岡田慶夫,折田雄一,大道重夫 :肺胞領域の上皮細胞とその腫癌化,第12回肺癌学会関西支部会シンポジ

ウム ｢肺癌の組織発蕉｣(昭43.7)

13) 池田貞雄,轟 文夫 :肺癌における特異抗原の検索およびそれを指標とした血清学的診断の試み,第12回

肺癌学会関西支部会シンポジウム ｢肺癌患者における血清学的所見｣(昭43.7)

14) 北野司久,伊藤元彦 :肺癌に対する切除療法と化学療法との併用,とくに術前後における細菌剤の大量投
与について, 軍12回肺舶学会関西支部会シンポジウム ｢肺癌の化学療法｣(昭43.7)



昭和43.3 -一7--

15) Nagaish,C∴ Co-ChairmanofthelnternationalCommitteeonLungSurgeryatWashington,

D.C.,U.S.A.(昭43.10)

16) Nagaishi,C.: "CardiacResuscitation."FiresideConferenceattheXthlnternationalCongress

onDiseasesoftheChest,Washington,D.C.,U.S.A.(昭43.10)

17) 長石忠三 :笹本教授教育講演 ｢肺性心｣座長特別発言,第21回口本胸部外科学会 (昭43.10)

18) 守松 孝,山崎 凡 小林君美,山 卜政行:耐性菌排出肺結核における術後合併症の原因とその対策,節

21回日本胸部外科学会総会シンポジウム ｢耐性菌排出肺結核の外科療法｣(昭43.10)

19) 冊[り慶夫 :術前後における制癌剤の大量投 与について,第21回 日本胸部外科学会総会シンポジウム ｢手札
を中心とした肺癌の合併治療｣(昭43.10)

20) r'､(r皿 慶夫 :肺癌の電顕像,第 9rl.=1本肺癌学会総会 トピックス (昭43.10)

21) 長石忠三 :肺癌の診断,第 7回全国自治体病院学会特別講演 , 高知市 (昭43.ll)

22) 長石忠 三:肺癌の診断,湖北医学会特別講混,長浜市 (昭43.ll)

23) 寺松 孝 :臓器移植,近畿地方医虜局主催講習会招請講演 (昭43.ll)

24) 周Lif慶夫 :肺疾患に対する各種生検法 ･厚生省近畿医務局,｢射'F_療養所医師講習会招請講演 (昭43.ll)

25) 岡田慶夫 :肺癌の選択的細胞診,とくに肺穿刺細胞診について,第 7回口本臨床細胞学会秋季大会シンポ

ジウム ｢直接採取法による細胞診｣(昭43.ll)

26) 寺松 孝 :肺癌の早期診断,岐阜県医師会講習会招請講演 (昭43.12)

27) 磯部喜博 :同一施設に5カ年以上入院中の肺結核患者の検討とこれに対する対策,H本結核病学会第34回
近畿地方会 ･日本胸部疾患学会第4回近畿地方会合同学会シンポジウム (昭43.12)

28) 吉Lt] 井 :同一施設に5カ年以上入院中の肺結核患者の検討とこれに対する対策,日本結核病学会第34回

近畿地方会 ･I｣本胸部疾患学会第4回近畿地方会合同学会シンポジT))ム (昭43.12)

29) 青松 孝 :｢移不離色度なる観点か ら｣, ACCP H本支部総会シンポジウム ｢JL､肺移植 の)出題と臨昧｣ (昭

44.3)

｢こ一 般 講 演〕

1) 人見滋樹,宮本信昭,石井呂佳 :交叉循環による被働件感作効果の異 常な延長現象について,第16回日本
輸血学会総会 (昭43.4)

2) 岡旧慶夫,池田貞雄,北野司久,伊藤元 彦,轟 文夫 :肺柚 二おける帖免疫の問題, とくに腫揚抗原の分
析について,第68lLjI日本外科学会総会 (昭43.4)

3) 寺松 孝,矢崎次郎, 人見滋胤 宮本信昭,小林岩美,井上律子,加藤康夫, 船津武志 清水慶彦,外村
聖-一,石井呂生 :最近の肺化膿症について,第68回日本外科学会総会 (昭43.4)

4) 長石忠三,寺松 孝 :空洞形成術,第68回日本外科学会総会 (展示)(昭43.4)

5) 伊藤 ノtJ宴,池Lt]貞雛,轟 文夫,聞出慶夫 ･.肺癌汗こ対する穿刺細胞.港,第9回｢∃本塩昧細胞学会総会 (昭

43.6)

6) 轟 文夫,池Li]貞雄,北野司久,伊藤 ノ亡)宴,岡山慶夫 :われわれの経験 した縦隔腰湯症例について,節ll

回日本胸部外科学会関西地方会 (昭43.6二)

7) 吉価Lli之,石井日生,小野 孝 :無輸血肺手術の検討,第11回 日本胸邸外科学会凶西地方会 (昭43.6)

8) 秋山文弥,伊東政敏,他 1名 :総肺静脈環流異常症の手術経験,第11回日本胸部外科学会関西地方会 (昭

43.6)

9) 秋山又称,伊東政敏,他 1名 :修正大血管転移を伴なう心疾患3例の手術経験,第11回日本胸部外科学会

闇西地方会 (昭43.6)

10) .皇L陣拍5,吉価lI:.之,右肘1./i:J 小野 孝 :外傷性横隔膜- ル二アUj症例,第11回｢l本胸部外科学会闇西
地方会 (昭43,6)
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ll) 井上律子,加藤康夫,清水慶彦,中林君美,松本宏海 :心臓粘液腫の1例 について,第11回日本胸部外科

学会関西地方会 (昭43.6)

12) 寺松 孝 :結核性肺空洞に対する空洞形成術 (長石 ･寺松)の実際,第103回近畿外科学会 (昭43.6)

13) 高安正夫,中尾訓久,石川嘉市郎,浅井信明,佐川弥之助 :聞塞性凝血性大動脈症 (所謂高安病)の肺循

環に関する研究,第8回日本胸部疾患学会総会 (昭43.7)

14) 山本四郎,閏宙英次,田中歳郎,佐川弥之助 :頚動脈小体刺戟の循環動態に及ぼす影響 (第 1報), 第8

回日本胸部疾患学会総会 (昭43.7)

15) 久野健忘 加藤幹夫,佐川弥之助 :Morphometry からみた肺の StaticMechanicalProperty の再

検討,第8回円本胸部疾患学会総会 (昭43.7)

16) 田園英次,田中歳郎,佐川弥之助 :慢牲肺塞栓の実験的研究,第8回tj本胸部疾患学会総会 (昭43.7)

17) 田中歳郎,浅井信明,甲斐隆義,大岡 剛,佐川弥之助 :慢性 Anoxia に対する肺血管反応について,

第8回日本胸部疾患学会総会 (昭43.7)

18) 岡田慶夫,折田雄一,長石忠三 :肺線維症における肺胞上皮細胞の変化,とくに腺腫様増殖について,節

8回日本胸部疾患学会総会 (昭43.7)

19) 折田雄 一,岡田慶夫,長石忠三 :肺胞,とくにその上皮細胞の微細構造の比較形態学的研究,第8回日本

胸部疾患学会総会 (昭43.7)

20) 寺松 孝,加藤康夫,宮本信昭 :交叉循環後における血液動態,第5回術後代謝研究会 (昭43.7)

21) 井上律子,小林君美,加藤康夫,松本宏海,他 1名 :大動脈弁聞鎖不全症に対する人工弁吊換例の1例,

第50回岐阜外科集談会 (昭43.7)

22) 清水慶彦,中林君美,井上律子,加藤康夫,松本宏海 :縦隔鏡検査の経験,とくにその意義について,節

6回中部外科学会総会 (昭43.8)

23) 寺松 孝,石井昌生 :老人胸腺の組織学的再検討,第10回日本老年医学会総会 (昭43.8)

24) Nagaishi,C∴ PresentSituationofLungCancerinJapanandtheResultsofOurOperation,

attheXthInternationalCongressonDiseasesoftheChest,Washington,D.C.,U.S.A.(昭

43.10)

25) 市谷適堆,吉田 昇,甲斐隆義,中川正活, 佐川弥之助 :肺結核手術例の機能的予後- とくに長期観察

例を中心として (第 2報),第21回日本胸部外科学会総会 (昭43.10)

26) 秋山文弥,伊東政敏,中納誠也,他 1名 :高年者,特に梅毒性大動脈弁膜症に対する外科治療の経験,節

21回日本胸部外科学会総会 (昭43.10)

27) H下芳郎,鄭茂松,寺松 孝,船津武志,人見滋樹,呉 海竃 :肺結核術後膿胸の根治手術に関する最近

の経験,第21回日本胸部外科学会総会 (昭43.10)

28) 船津武志,人見滋樹,他 1名 :"Mediastionoskopie"映画供覧, 第21回日本胸部外科学会総会 (昭43.

10)

29) 佐川弥之助,lEl中歳郎,来島功 :高圧環境下における肺生理学的研究 (第1報)換気および換気力学を中

心として,第3回日本高気圧環境医学会総会 (昭43.10)

30) 同日慶夫,池田貞雄,轟 文夫 :肺癌に特異的な抗原性物質の分析とその臨床診断法-の応用,厚生省が

ん研究助成金による ｢がんの特異的な変化を応用する診断法の開発に関する研究｣班班会議 (昭43.10)

31) 轟 文夫,池田貞雄,伊藤元彦, 岡田慶夫 :肺癌患者血清中の Necrotizing Factorについて,第9回

日本肺癌学会総会 (昭43.10)

32) 佐藤新太郎,轟 文夫,池川貞雄,伊藤元彦,聞出慶夫 :気管支内異物 (魚骨)の刺戟によって発生した

と思われる肺癌の1例,第 9回日本肺癌学会総会 (昭43.10)

33) 北野司久,池聞貞雄,伊藤元彦,轟 文夫,折田雄一,岡LEl慶夫 :癌の移植免疫に関する実験的研究 (節

5報),DiffusionChamber内の MC腰痛増補におよぽす感作 リンパ球の影響, 第27抑 卜本場学会総会

(昭43.10)
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34) 池田貞雄,北野司久,伊藤元彦,轟 文夫,折出雄一,松原義人 岡田慶夫 :肺癌における腫蕩抗原の検

索,第2咋巾1本偏学会総会 (昭43.10)

35) 伊藤元彦,池田貞雄,北野n.J久,轟 文夫,折LL灘 一,松原義人 岡田慶夫 :肺癌手術の補助化学療法,

第6回円本癌治療学会総会 (昭43.10)

36) 井上律子,松本宏海,清水慶彦,加藤康夫,小林君美 :縦隔鏡検査の経験について,第23回国立病院療養

所綜合医学会 (昭43.10)

37) 加藤康夫,松本宏鶴 清水慶彦,井上律子 : Cross-Circulation Diseaseにおける 6MPの免疫抑制効

果,第23lHl国立病院療養所綜合医学会 (昭43.10)

38) 加藤康夫,松本宏海,清水慶彦,中林君美 :ディスポーザブル人二L心肺の使用経験について,第23回国jI'(.

病院療養所綜合医学会 (昭43.10)

39) 清水慶虜,中林君美,伴上律子,加藤康夫 :僧帖弁閉鎖不全症に対する人工弁置換術の経験,第23FLlJt:司北

病院療養所綜合医学会

40) 加藤康克 松本宏海,清水慶彦,井上律子,小林君美 :肺結核に対する肺切除術の複合術式の検討,第32

回日本結核病学会東海地方会 (昭43.11二)

41) ､摘ゝ 孝,人見滋胤 船津武志,石井昌生,宮本信昭 :臓器移植に関する基礎的研究 (第5報), 交叉循

環後 WastingSyndrom を来たして死亡した家兎の病理学的ならびに病理組織学的研究,第4回日本移

植学会総会 (昭43.ll)

42) 守松 孝,人見滋樹,船津武志,呉 海竜,張 炎森 :臓器移植に関する鹿礎的研究 (第6扱), 交叉循

投に際しての白血球成分の被働性感作効果について, 第4回日本移植学会総会 (昭43.ll)

43) 伊東政敏,他2名 :移植免疫の臨床的判定法に関する研究 (予報), ペニシリン過敏症および気管文略息

患者の白血球を用いた抗原抗休反応,第4回日本移植学会 (昭43.ll)

44) 加藤康夫,井上律子,他3名 :Cross-CirculationDiseaseにおける 6MP の免疫抑制効果について,

第4回｢1本移植学会総会 (昭43.ll)

45) 清水慶虜,松本宏海,加藤康夫,井上律子,小林君美 :肺疾患における縦隔鏡検査の診断学的応用につい

て,第14回日本胸部疾患学会東海地方会 (昭43.ll)

46) 岡田慶夫,伊藤元彦 :肺穿刺細胞診とその細胞学的応用,大阪細胞診研究会 (昭43.12)

47) 言値正之,小野 孝,仲 武敏,他3名 :心室中隔欠損症兼大動脈等聞鎖不全症に対する人工弁置換の1

例,第104回近畿外科学会 (昭43.12)

48) 田 中歳郎,来島 功,佐川弥之助,他 :気管支肺胞系の入力インピーダンス, 第18回肺気腫研究会 (昭

44.1)

〔著 書〕

1) 守松 孝 :肺結核症 (外科方面から)｢今日の治療指針,1968｣医学書院 (昭43.5)

2) 長石忠三 :気管食道科学分担執筆,医学書院 (昭43.10)

3) 長石忠二 佐川弥之助,加藤幹夫 :｢肺の隼理 ･病態佳理｣現代外科学大系30巻のA (昭43.12)

4) 長石忠三,岡田慶夫,長沢直幸,山下政行,稲葉宣雄 : ｢肺 ･気管支の解剖および組織｣現代外科学大系

30巻のA (昭43.12)

5) 長石忠二,守松 孝 :｢肺結核の直達療法, とくに空洞切開術および空洞形成術を中心とする切開排膿療

法｣,現代外科学大系30巷のB (昭44.1)

〔誌 上 発 表〕

1) M〇rihisaKitanoand YoshioOkada: A Study on Transplantation lmmunity ofEhrlich

AscitesTumorandMethylcholanthrene-inducedTumorin Micewith SpecialReferenceto

LocalImmunityofLymphNodesI:)rainingtheSiteofSensitization,京大胸部研紀要 (昭43.3)
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2) HidetsuguTanae:ExperimentalStudyofPulmonary Microembolism in Rabbits,点火胸部
研紀要 (昭43.3)

3) 長石忠三,岡田慶夫 :肺癌の手術予後に関する臨床的ならびに病理学的検討 [前篇〕臨床的検討,京大胸
部研紀要 (昭43.3)

4) 北野司久 :腫場の移植免疫に関する実験的研究 〔第 1第コEhrlich 柚のマウスの皮下ならびに リンパ節

内移植に対する免疫の影響 〔第2篇〕 腹腔内挿入 DiffusionChamber内での Ehrlich癌 の発育に及

ぼす免疫の影響 〔第3篇コMethylcholanthrene腰痛のマウスの皮区ならびに リンパ節内移植に対する

免疫の影響 〔第4篇コ腹腔内挿入 DiffusionChamber内での MC腫癖の発育に及ぼす免疫の影響,戻

大胸部研紀要 (昭43.3)

5) 安田隆三郎 :肺機能に及ぼす 60Co照射の影響に関する臨床的ならびに実験的研究 仁第 1篇〕臨珠的研究

〔第2第〕実験的研究,京大胸部研紀要 (昭43.3)

6) 山本博昭 :気管支遮断術の基礎的研究,とくに血管遮断を併せ行なう場合を中心として 〔第 1篇〕健常犬

の肺葉気管支を単純に遮断した場合の諸変化について 〔第 2篇〕 1肺葉気管支の遮断に併せ肺血管をも遮

断した場合の諸変化について 〔第3第〕肋膜癒着作成後に気管支および肺動脈をあわせて遮断した場合の

諸変化について,京大胸部研紀要 (昭43.3)

7) 源河IrE一郎 :人 の肺癌細胞 の電子顕微鏡的研究 〔第 1篇]人 の肺癌細胞 の一般的な微細構造 〔第2

篇〕組織像別にみた肺癌細胞の微細構造 〔第3篇〕人の肺癌の発生母地に関する電子顕微鏡的顔見 とく

に肺胞領域からする発癌について,京大胸部研紀要 (昭43.3)

8) T.Teramatsu: PulmonaryTuberculosisSurgeryandKanamycin,Asian MedicalJournal,

Vol.ll,No.5(昭43.5)

9) 佐川弥之助 :局在性アノキシアの肺循環に及ぼす影響 (座談会)現代の臨珠,2巻,5号 (昭43.5)

10) 寺松 孝 :胸都外科,とくに肺外科領域における合成樹脂の応用,外科治療,Vol.19,No.21(昭43.8)

ll) 伊東政敏,秋山文弥, 折田雄一,他 : 大動脈弁狭窄症の手術経験, 日本胸部外科学会雑誌, 16巷,8号

(昭43.8)

12) 小林君美,井上律子,加藤康夫,船津武志,清水慶彦,他 :動脈管開存症の診断,医療,22巻,8号 (昭
43.8)

13) 長石忠三 岡田慶夫,轟 文夫 :肺癌に対する針生検 (needlebiopsy),胸部外札 21巻,9号 (附43.9)

14) 岡田慶夫,佐藤新太郎 :幼小児にみられた原発性肺がんの1例,Tj本臨床,29巻,6号 (昭43.9)

15) 佐川弥之助,市谷迫雄, 甲斐隆義,安田隆三郎, 中川正活 :拘束性肺疾患における心病変一 肺結核を中
心として-,肺と心,15巻,3号 (昭43.9)

16) 金 泰希 :肺疾患 者々における呼吸困難の研光 一 とくに呼吸筋筋電図を中心として - ⊂第 1篇〕呼吸困

難の呼吸筋筋電図学的研究 〔第2篇〕低酸素,炭酸ガスおよび呼吸抵抗負荷時における呼吸筋筋電図学的

研究,京大胸部研紀要, 2巻, 1号 (昭43.9)

17) 土肥佳郎 :粕性抵抗負荷の換気力学的研究 一 呼吸タイプの変化に関する一考案,京大胸部研紀要, 2巷,

1号 (昭43.9)

18) 中林君美,井上律子,船津武志,清水慶虜,人見滋樹,他 :動脈血栓を合併 した Lutenbacher症候群

の 1治験例,胸部外科,21巻,9号 (昭43.9)

19) 秋山又弥,伊東政敏,折田雄一,他 :ヘパ リン括抗剤としての レプチラーゼ, 診療 と新英, 5巻, 9TFlj

(昭43.9)

20) 伊東政敏 :組織培養法による移植免疫の研究,京大胸部研紀要, 2巻, 1号 (43.9)

21) 轟 文夫,池田貞雄,北野司久,伊藤元彦,松原義人,岡田慶夫 :胸腔内巨大嚢腫を伴なった甲状腺癌の

1治験例,胸部外科,21巻,10号 (昭43.10)

22) 長石忠三 :年頭所感 "FirstAsiaPacificCongressonDiseasesoftheChest(APCDC) および

第9回日本胸部疾患学会々長としての抱負"医学のあゆみ,68巻 (昭44.1)

23) 長石忠三 :心移植と和田教授,胸部外科 【22巷,3号 (昭44,3)
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24) 田中歳郎 :局相生アノキシアにおける肺血管反応の研究 〔第 1篇コ病態生理学的 ならびに病理形態学的

研究 ⊂第2第〕作用機序に関する研究,京大胸部研紀要,2巻,2号 (昭44.3)

25) 甲斐隆義 :交感神経の肺内分布に関する研究,Falck-Hillarp の貴)ヒ法を応用して,京大胸部研紀要,

2巷,2号 (昭43.3)

26) 佐川弥之助 :肺動脈硬化,現代医療,2号 (昭44.3)

27) 宮木信昭 :交叉循環に関する実験的研究,京大胸部研紀要,2巷,2号 (昭44.3)

病 理 学 部 (主任 教授 安 平 公 夫)

〔学 会 発 表〕

1) 安平公夫,宗実琴子 :剖検にみる結核死 一 化学療法開始前後の比較,第57回日本病理学会総会 (1968,4)

2) Uesaka,Ⅰ.,Ohiwa,K.,Yasuhira,K.,Kobara,Y.and N.M.McClung: Pathogenicityof

Nocardiasp.formice,68thAnnualMeeting,AmericanSocietyforMicrobiology(1968･5)

3) 上坂一郎,小林 博,梓 義之,安平公夫 :ノカルジアのマウス感染に及ぼす大腸菌,ブドウ球菌の影響,

第20回国立大学研究所結核種談会 (1968,6)

4) 安平公夫 :肺癌の組織発生 一序論,第12回日本肺癌学会関西支部会シンポジアム (1968,7)

5) 小林 博,安平公夫,上坂一郎 :マウスに於ける Cryptococcusneoformanus静脈内感染経過に及ぼ

す大腸菌又はその内毒素の影響 (1),第21回口本細菌学会関西支部会総会 (1968,9)

6) 上坂一･郎,小林 博,安平公夫 :マウスの Nocardia感染に及ぼす大腸菌の影響 (1)微生物学的所見,

第12回日本頁薗学会総会 (1958,10)

7) 安平公夫,小林 博,上坂一郎 :マウスの Nocardia感染に及ぼす大腸菌の影響 (2)病理学的所見,莱

12回日本真菌学会総会 (1968,10)

8) 小原幸信,安平公夫 :肺癌 の発生に関する実験的研究 (9)ラッテ肺后平上皮癌の組織発生 一竃鋸によ

る検索,第9FJlT]本肺癌学会総会 (1968,10)
9) 高橋権也,安平公夫 :マウスに静脈注射された 20-methylcholanthreneの臓器内分布及び排浬 - オー

トラジオグラフィー及びカラムクロマ トグラフィーの比較,第27回日本癌学会総会 (1968,10)

10) 安平公夫 :発癌と免疫 一 化学発癌に及ぼす生下時胸腺切除の影響-の疑義,第27回日本癌学会総会(1968,

10)

ll) 竹B]俊男:マウス顎 fI腺に関する実験的研究 Ⅰマウス顎下腺 の胸腺および淋巴組織に対する抑圧作用

について,ロ マウス顎下腺静脈 e用uentにみられる昇圧物質について, 第13回r]本唾液腺シンポジウム

(1968.12)

〔誌 上 発 表〕

1) 安平公夫 :Freundの Adjuvant使用による肺船の実験的発生,文部省研究報告集録,｢がん｣特別研究
42年度板告集録208頁

2) Yasuhira,K.:SkinpapillomaproductionbyAnthralinpaintingafterurethan initiationin

mice,Gann59:187--193(1968)

3) Yasuhira,K.: Induction ofmalignantlymphomaand othertumorsduring experiments

withAnthralinpaintingofmice,Gann59:1951200(1968)

4) 安平公夫 ･'肺胞蛋白症,日本臨床 26,･2678-9(1968)

5) Morikawa,S.,Yamamura,M.,Harada,T.andHamashima,Y.:Studiesoncross-reactivity

ofantiribonuclease antisera with heterologousmammalian riモ)Onucleases,∫,Histochem.

Cytochem･,16:410-418(1968)
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6) Takeda,T.andGrollman,A.:Theinhibitoryactionofthesubmaxillarysalivaryglandon

thethymusandlymphoidtissuesofthemouse,Am.J.Physio1.,215(6):1337-1342(1968)

7) Morikawa,S.andHarada,T.:Immunohistochemicallocalizationofcataraseinmammalian

tissues,∫.Histochem.Cytochem.,17:30-35(1969)

8) Yasuhira,K.:Suspiciousinfluenceofthymectomyon skin papillomainduction,Gann,60:

57-64(1969)

9) 安平公夫 :発病と免疫(2)化学発垢,京大胸部研紀要,2:177,(1969)

細 胞 化 学 部 (主任 教授 高 松 英 排)

〔学 会 発 表〕

1) 高松英雄,金村泰 輔 :Fattyacidsynthetaseの組織化学,第57回口本病理学会総会 (HIi43.4.1)

2) Mizutani,A.andFujita,H.: SignificanceofBⅩation forthedemonstration ofornithine

carbamoyltransferaseactivity.(Readbytitle)19th GeneralMeeting oftheHistochemical

Society(U.S.A.)(April8,1968.)

3) 水谷 FW,藤LL1 - : 電子頚微鏡による OCT 活性の証明, u本電子顕微鏡学会第24回学術講演会 (昭

43.5.12)

4) 平井圭一 : 自然酸化に伴うジアミノベンチジン中間体の-ム蛋白質に対する特異的親和性 日本生化学会

近畿支部15回例会 (昭43.6)

5) Takamatsu,H.andHirai,K∴ "Nadi"reactioninmyeloidleucocytesandVitamin K.3rd

lntemationalCongressofHistochemistryandCytochemistry,New York(Åug.,1968.)

6) Hirai,K.andTakamatsu,H∴ 0Ⅹidized aminedyeandhemoproteins.3rd International

CongressofHistochemistryandCytochemistry,New York(Åug.,1968.)

7) Takamatsu,H.andKanamura,S.:Histochemistryoffatyacidsynthetase.3rdlnternaional

CongressofHistochemlstryandCytochemistry,New York(Åug.,1968.)

8) Mizutani,A.: Histochemicalstudiesonornithinecarbamoyltransferaseactivity.3rdlnter一

mationalCongressofHistochemistryandCytocllemistry,New York(Åug.,1968.)

9) 平井圭一,進藤備呂,高松英雄 :-ム蛋白 の細胞化学 :ベルオキシゾ-ム と開通した肝,腎カタラーゼ

(-イ ドロベルオキシターゼ)の顕微鏡的証明,第9回円本組織細胞化学会総会 (昭43.ll)

10) 水谷 昭,藤Lt] - :Acetylphosphateおよび carbamoylphosphateの加水分解酵素に関する電子鋸

徴鏡的観察 同上 (同上)

ll) 大川欣一,Pan主,P.: コリン欠乏飼料飼育ラット肝の酵素組織化学的研究 同上 (同上)

12) 大川欣- : フォファチ ド酸フォスファタ-ゼ活性に関する組織化学的研究 同上 (同上)

13) 大川欣- : フォスファターゼ類の組織化学的研究 同上 (同上)

14) 大川軟- : コリン脱水素酵素系の組織化学的研究 同上 (同上)

15) 金村泰輔 :脂防肝における脂肪酸合成酵素の組織化学的研究 同上 (同上)

〔誌 上 発 表〕

1) Takamatsu,H･andHirai,K･:Nadireactionofmyeloidleucocytesand Vitamin.K,Acta

Histochem,Cytochem.,1:1,1968.

2) Hirai,K.:Spec拍caffinityofoxidizedaminedye(radicalintermediate)forhemeenzymes:

Studyinmicroscopyandspectrophotometry,Ibid･,1:43,1968,
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3) Mizutani,A.andFujita,H∴ Cyto｡hemicalstudieson hydrolysisofcarbalTIOylphosphate

inratliver,Ibid.,1:79,1968.

4) Takamatsu,H.andKanamura,S.: Demonstration offatty acid synthesizing enzymes,

Ibid.,1:114,1968.

5) Kanamura,S.:Histochemicalstudiesoffatty acid synthesizing enzymesin fatty livers

inducedbyethionine,Carbontetrachlorideandethanol,Ibid.,1:124,1968.

6) Mizutani,A.:CytochemicaldemorlStration ofornithinecarbamoyltransferaseactivity in

livermitochondriaofratandmouse,J.Histochem.Cytochem.,16:172,1968.

7) Mizutani,A.andFujita,H∴ Hydrolysisofcarbamoylphosphatein theendoplasmicre-

ticulum andnllClearenvelopeofratliver,Ibid.,16:546,1968.

8) Mizutani,A.andFujita,H.:SignificanceoffiXationinthecytochemicaldemonstration of

ornitIlinecarbamoyltransferaseactiヽrity-withspecialreferencetoaldehydeperfusion,Bu一l.

ChestDis.Res.Inst.,KyotoUniv.,2:1,1968.

細 菌 血 清 学 部 (主任 教授 上 板 一一 郎)

〔学 会 発 表〕

1) 上坂 ･郎 :Nocardiaの分類乱 第41回日本紬朴学会総会シンポジIl/ム, 放線菌分封に関する諸問題 (昭

43.4.3)

2) 大君弘治 :代謝活性無細胞増養液を用いての鼠 ライ菌培養の試み (弟2報), 第41回日本細菌学会総会
(昭43.4.3)

3) 大岩弘治 :代謝活性無細胞増養液を用いての鼠 ライ藩士翫をの試み (第2報), 第41回日本癒学会総 会

(昭43.4.26)

4) 上板 一郎,大岩弘塩 安平公夫,小原幸信,N.M.McClung: Pathogenicity ofNocardia sp.for

Mice,68thAnnualMeeting,AmericanSocietyforMicrobiology(May8,1968)

5) 上坂-一郎,小林 博 : マウスに於けるノカルジアC/)感染経過に及ぼす大腸菌,ブ ドウ球菌のjt,･'lf轡(第2鞘),
H本放紬 穎研究会,昭和43年度講演会 (昭43.5.31)

6) 上l)i一郎,桂 義之,小林 恨 安平公夫 : ノカルジ了のマウス感染に及ぼす大腸菌,ブ ドウ球菌の,r,･控窄L.;,

第20｢珊射rl.大学結核集団会 (昭43.6.7)

7) 大岩弘治,竹尾漠治 : 代謝清作,無細胞耳目を液を用いての鼠 ライ菌増益の試み,同上 (昭43.6.7)

8) 大岩弘治 :A new approachtothecultivationofMycobacteriumlePraemuriuminmetabolically

active,cell-freemedium,U.S.-JaparLCooperativeMedicalScience,Leprosy PanelMeeting

(August57,1968.)

9) 小林 博,安平公夫,上坂一一郎 : マウスに於ける Cryptococcusneoformans静脈内感染経過 に及ぼす

入腸薗又はその内毒素の影響 (第 1報),_'j'i121回日本細菌学会閑西支部総会 (昭42.9.23)

10) 上坂一郎,小林 博,安平公夫 : マウスの Nocardia感染に及ぼす大腸菌の影響, 1.徴集物学的影響,

弟12回r日工医貢菌学会総会 (昭43.10.10)

ll) 安平公夫,小林 軋 上板 一郎 :llT]上,2.痛理学的所見,同上 (43.10.10)

人 事 異 動 (43･2･22-44.1･16)

(内科学第一部門)

講師 (井常艶) 大井 黒:任 用を更新する (招43.4.1)
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副手 (非常数) 松島留蔵 ･清水 明 ･東向一郎 ･小沢 晃 ･蒲田通子 ･雑賀宣二郎 ･田中健一 ･吉原宣方 ･岩

井嘉-･･山田栄一 ･武田貞夫 ･梅田文一 ･岩田猛邦 :任用を更新する (昭43.4.1)

井上 昇 ･太田令子 :副手 (非常勤)に採用する (昭43.4.1)

副手 (非常勤) 田隅朝緒 :退職 (昭43.4.1)

助手 中井 準 :アメリカ合衆国-出張 (昭43.5.31-)

教授 内藤益 一:大韓民国-出張 (昭43.6.26-昭43.6.30)

講師 吉田敏郎 :国立京都療養所に転任させる (昭43.7.1)

吉出敏郎 :講師 (非常数)に併任 (昭43.8.1)

久世文事 ･前田呂良 :副手 (非常勤)に採用する (昭43.9.1)

(内科学第二部門)

講師 (非常数)

副手 (非常数)

武夫 ･中島道郎

副手 (非常助)

野村繁雄 ･米田八

副手 (非常助)

講師 (非常数)

西岡 言享･並河 靖 ･日置辰一朗 ･酒井 章 :任用を更新する (昭43.4.1)

小松幹雄 ･上田千里 ･熊代朗子 ･浅田高明 ･市田新路 ･日中久勝 ･小林辰雄 ･儀間義威 ･浜本

･宗実琴子 ･岡田長保 ･浜本康平 :任用を更新する (昭43.4.1)

尾原潔司 :副手 (非常数)に併任する (昭43.4.1)

十雄 :副手 (非常助)に採用する (昭43.4.1)

吉舎場朝刊 :退職 (昭43.4.1)

酒井 茸 :辞職を承認する (昭43.8.15)

太田 鋤 :講師 (非常勤)に採用する (昭43.9.1)

(胸部外科学部門)

講師 (非常助) 日下芳郎 ･中村 健 ･加藤幹夫 ･山下政行 ･久野健忘 :任用を更新する (昭43.4.1)

講師 (非常数) 吉田 昇 ･安測義男 :講師 (非常勤)に併任する (昭43.4.1)

大通重夫 :講師 (非常勤)に採用する (昭43.4.1)

副手 (非常数) 山崎 昇 ･山本博昭 ･伊藤政敏 ･北野司久 ･浅井信明 ･山本四郎 ･小野 孝 ･安田俊吉 ･石井

昌生 ･折田雄一 ･畠中陸郎 ･松原義人 ･菅原精博 ･立石昭三 ･田甫英次 ･山家 武 :任用を更新する (昭43.
4.1)

副手 (非常数) 永井 彰 ･甲斐隆義 ･宮本信昭 ･井上律子 ･中JLhlI_活 ･佐藤新太郎 ･加藤康夫 :副手 (非常

勤)に併任する (昭43.4.1)

安田隆三郎 :副手 (非常助)に併任する (昭43.4.1)

伊藤元彦 :副手 (非常勤)に採用する (昭43.4.1)

副手 (非常勤) 大道重夫 :退職 (昭43.4.1)

教授 長石忠三 :タイ国 ･イタリア国 ･オース トリアFjj･スイス国 ･ドイツ連邦共和国 ･フランス国-出張 (昭

43.6.23-昭43.7.20)

技官 小野木照子 :スウェーデン国 ･デンマーク国 ･オランダ国 ･フランス国 ･西 ドイツ国 ･スイス国 ･イタリ

ア国 ･オース トリア国へ渡航 (噌43.8.3-昭43.8.23)

教授 長石忠三 :アメリカ合衆国-出張 (昭43.9.28-昭43.10.12)

(病理学書即ヨ)

助手 (医学部) 竹田俊男 :助教授に昇任させる (昭43.4.1)

家森武夫 :講師 (非常数)に併任する (昭43.4.1)

服部止次 :講師 (非常数)に採用する (昭43.4.1)

助手 森川茂 :アメリカ合衆国へ出張 (昭43.8.8-昭44.8.31)

児島昭徳 :副手 (非常数)に採用する (昭43.9.1)

(細菌血清学部門)

竹尾漢治 :助手に採用する (昭43.4.1)

講師 (非常勤) 大平 実 :講師 (非常勤)に併任する (昭43.4.1)
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講師 (非常助) 村上赤彦 :桂川jを更新する (昭43.4.1)

副手 (非常艶) 伊藤義昭 ･小林 博 :任用を更新する (昭43.4.1)

(細胞化学部門)

講師 (非常艶) 峰下鎮粧 :任用を更新する (昭43.4.1)

用手 (非常数) 進藤備昌 ･冨永敏郎 ･北村 彬 ･溝什喜久妊 ･竹沢⊥上和･永井隆黒 ･伊藤溝 ･池術･,rl:-･熊沢
清 ･池川 嵩 ･小森昭宏 ･佐々木 上 前LH実相 ･藤田 --I:lIJHを建一新する (昭43.4.1)

浜島義博 :講師 (非常数)に採用する (昭43.5.1)

教授 高松英Ljf三･助手 金村泰輔 ･平井ニト ･:アメ リカ合衆国-出張 (昭43.8.15-Llli43.8.30)

(事務部)

'li:務日 北川苗代三郎 :辞職を承認する (昭43,3.31)

進上 情 :技宮に採用する (昭43.4.1)

高衣忠一 :[1腰 員に採用する (昭43.4.1)

松浦 康 :又部技官に任官させ る (昭43.4.1)

■JiI務膏 (患者相良) 鈴圧清二 =農学部附属農場京都 串務班長に配闘 喚する (昭43.5.1)

LJlF:射 .l'(農学部附属農場京 都車務掛良) 鴨脚道裁 :結核胸部疾患研究所患者掛良に配置換する (昭43.5.1)

'JF鋳出 (医学邦附属病院業務課保険班長) 北川治康 ‥結核胸部疾患研究所事務長補佐に昇任 させる (昭43.9.1)

小路官 野本 滋 :医学部附属病院管理課に配置換する (昭43.9.16)

技能H rE仲 稔 :又郡抜 出 こ任膏させる (昭44.1.1)

〔附属病院〕

(検査部)

抜出 川嶋敬 子 :辞職を承認する (昭43.4.30)

用務員 吉杵 ･枝 :又部技官-任官させる (附43.7.1)

(放射綾部)

安部光辛 :講師 (非常数)に併任する (昭43.7.1)

lli務日 野元頼子 :患者掛へ所属棒 (昭44.7.1)

(看護婦)

技術補佐員 (医学部附属病院) 小 林冨貴子 ‥文部技日 (看護婦)に採用する (=榊3.3.16)

伊藤節子 :文部抜目 (看護婦)に採用する (lfIi43.3.16)

技官 (看護婦) 山本米千･逢坂千代子 ;(肴護助手) 赤汗 女=rJ′･･馴 ｣屋右 ･当座キサノ :刑 散を承認する (昭
43.3.31)

酉比]つや子:文部技官 (看護婦)に採用する (腑43.4.1)

技宮 (看護婦) 瀬 々茂 子 :辞職を承認する (.昭43.6.15)

辻本 幸手 :又邦枝十.I(看護婦)に採用する (Hl143.9.1)

抜目 (看護婦) 谷口美甘 千･山川サチ子 :桝職を承認する (昭43.12.15)

技官 (看護婦) 紺谷井子 :北海道大学医学部附属病院看護部-川向させる (昭44.1.16)

西村文子:技日 (看護婦)に採用する (昭44.2.1)

(薬剤部)

投信 摘出英男 :医学部附属病院薬剤部に配闘 免する (昭43.7.16)

技T･.I(医学占師附属病院薬剤部) 沢間平和 :結核胸部疾患研究所附属病院薬剤部薬剤主任に昇任 させる (昭43.
7.16)
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Bull.ClleStDis.Inst.,KyotoUniv.の投稿規定

1) 原稿は概ね投稿順に掲載する｡

2) 原稿は本文,写真,図,表を含めて刷上り

英文の場合は12貢以内,和文の場合は8頁以

内とする｡同一一主題の論文の同時掲載は3篇

を限度とする｡以上を超過 した場合は編集委

員会において協議の上決定する｡但 し,この

場合は超過料を徴収する｡

参考 :英文の場合A4版ダブルスペース,タ

イプ印刷 3枚で刷上り約 2貢,和文の場

合は1,600字で刷上り約 1頁

3) 英文は,ダブルスペース,タイプ印刷,初

文はひらがな交り,横書きとし,字画及び句

読点を明瞭に記すこと｡

4) 外国人名は外国綴のままとし,頭文字は大

文字で,その他は小文字でタイプ又は印刷体

で書くこと｡

5) 度量衡 の書き方は,m,cm,1,m1,gmg

等の記号を用い,記号の後に省略符号 ･を附

さな い こと｡

6) 本文原稿に写真,図,表等の挿入場所を明

示のこと｡

7) 綜説及び原著に引用された文献は,引用さ

れた順番に番号を附して末尾に一括 して記載

すること｡尚,雑誌の場合は著者名,標題,

誌名 (一般に通用する略名でよい),巻,貢,

年 (西歴)の順に,著書の場合は著者名,書

名,発行所,発行年 (西歴)貢の順に記載の

こと｡

参考例 :

D Root,R.K.andWolff,S.M.:Pathogenic

mechanism in experimental immune

fever,∫.Exp.Med.,128:309- 323,

1968.

2)渡辺喜久雄 : クリオグロブリンの免疫学

的研究,アレルギー,ll:18-40,1962.

3)Schwartz, R.S∴ Immunosuppressive

therapy.Inlmmunopathology,Ed.by

Miescher,P.A.andGrabar,P.,Schwabe

andCo.,Basel,1967,pp.360.

4)佐竹一夫 : クロマ トグラフィ,赤堀四郎

篇酵素研究法 1,朝倉書店,東京, 1957,

pp.365.

尚連名の場合は 2名迄は参考例 1)に従うが,

3名以上の場合は最初の著者名のみを記し,

その他は英文の場合ば ètal."(イタリック),

和文の場合は "他"を用いること｡

7) 写真,図,表は英文の場合は,写真及び図

は凡て Figureを用い, 表は Tableを用い

る｡和文の場合は,写真 (又は図),図,表と

する｡

参考例 :Figure3orFig.3

写真 3 (又は図3),表 5

8) 和文原稿の場合は英文抄録 (A4版ダブル

スペース,タイプ印刷 1貢程度)を添付のこ

と｡

9) ランニング-ッド (英文の場合50レタース

以内,和文の場合30字以内)を附すること｡

10) 別刷に要する費用は凡て個人負担とする｡


